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(57)【要約】
　本発明は、シェルを具備した変圧器のための筐体に関
する。このシェルには、変圧器の本体を収容するための
複数の収容空間が設けられている。各収容空間には、閉
鎖端部および密封端部が設けられ、２つごとの隣接した
収容空間は、互いに連通している。本発明の、変圧器の
ための筐体においては、配列の方向に沿った変圧器のた
めの筐体のサイズは減少され、結果的に、変圧器のため
の筐体全体は、小型構造を有し且つ小さい占有空間を有
する。本発明はさらに、前述の変圧器のための筐体を具
備した変圧器にも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変圧器のための筐体であって、前記変圧器の本体（３０）を収容するための複数の収容
空間が設けられたシェル（１０）を具備し、各前記収容空間には、閉鎖端部（１２２）お
よび密封端部（１２４）が設けられ、前記収容空間の２つごとの隣接した収容空間は、互
いに連通していることを特徴とする筐体。
【請求項２】
　前記収容空間は、直線状に配列されていることを特徴とする請求項１に記載の筐体。
【請求項３】
　シェル補強リブ（１４）が、前記収容空間の２つごとの隣接した収容空間の間に配置さ
れていることを特徴とする請求項１または２に記載の筐体。
【請求項４】
　前記シェル補強リブ（１４）には、２つの隣接した収容空間を互いに連通させるための
連通穴（１４２）が設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載
の筐体。
【請求項５】
　変圧器のための前記筐体は、カバープレート（２０）をさらに具備し、該カバープレー
ト（２０）は、前記収容空間の密封端部（１２４）に密着して接続されていることを特徴
とする請求項１～４のいずれか一項に記載の筐体。
【請求項６】
　前記カバープレート（２０）には、前記シェル補強リブ（１４）に対応した複数のカバ
ープレート補強リブ（２２）が設けられ、該カバープレート補強リブ（２２）は、前記シ
ェル補強リブ（１４）と結合されていることを特徴とする請求項５に記載の筐体。
【請求項７】
　前記カバープレート（２０）には、絶縁ガスを導入するためのガス入口（２４）が設け
られていることを特徴とする請求項５または６に記載の筐体。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の、変圧器のための筐体と、
　収容空間に対応し且つ前記収容空間内に個々に搭載された複数の本体（３０）と、
を具備していることを特徴とする変圧器。
【請求項９】
　前記各本体（３０）には、ワインディング（３２）および鉄芯（３４）が設けられ、該
鉄芯（３４）には、前記ワインディング（３２）を装着するための鉄芯ポスト（３４２）
と、該鉄芯ポストに接続された鉄ヨーク（３４４）と、が設けられ、該鉄ヨーク（３４４
）は、シート状に成形されていることを特徴とする請求項８に記載の変圧器。
【請求項１０】
　前記鉄芯ポスト（３４２）の延び方向と前記配列の方向との間のなす角は、０°、９０
°、または４５°であることを特徴とする請求項８または９に記載の変圧器。
【請求項１１】
　前記変圧器は、三相変圧器であることを特徴とする請求項８～１０のいずれか一項に記
載の変圧器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は変圧器のための筐体、特に、高電圧システム複合機と組み合わせて使用するた
めの変圧器とともに使用する筐体に関する。本発明は、その筐体を使用した変圧器にも関
する。
【背景技術】
【０００２】
　高電圧システムにおいては、変圧器は、複数の本体およびそれらの本体を収容するため
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の筐体を具備している。変圧器は、筐体内のＳＦ６ガスにより電気的に絶縁されている。
それに加えて、使用時の変圧器の防爆要件に合致するために、筐体も十分な構造的強度を
備えることが必要とされている。
【０００３】
　変圧器のための一般的な筐体は複雑な構造を備えており、非常に大きい搭載空間を占め
、且つシェル全体に関して高い機械加工コストがかかる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　変圧器のための、構造的に小型の筐体を提供する必要がある。
【０００５】
　その筐体を使用する変圧器を提供するさらなる必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、変圧器のための筐体を提供し、その筐体はシェルを具備している。シェルに
は、変圧器の本体を収容するための複数の収容空間が設けられている。各収容空間には、
閉鎖端部と密封端部とが設けられ、２つごとの隣接した収容空間は、互いに連通している
。変圧器の本体は、隣接したシェルの収容空間に配列され、配列方向に沿った変圧器のた
めの筐体のサイズは減少され、その結果、変圧器のための筐体全体は小型の構造を有し、
且つ小さい占有空間を有する。
【０００７】
　本発明の一態様においては、収容空間は直線状に配列されている。収容空間の直線状の
配列のために、配列の方向に直交した方向におけるサイズは最小化され、一方で、配列の
方向に沿ったサイズは、可能な限り減少されている。
【０００８】
　本発明の別の態様においては、シェル補強リブが、２つごとの隣接した収容空間の間に
配置されている。２つごとの隣接した収容空間は、それらの間のシェル補強リブのみによ
って区切られているので、配列の方向に沿った変圧器のための筐体のサイズは、減少され
ている。
【０００９】
　本発明のまたさらなる態様においては、各シェル補強リブには、２つの隣接した収容空
間を互いに連通させるための連通穴が設けられている。連通穴は、絶縁ガスを異なった収
容空間の間に流すことを可能にしている。
【００１０】
　本発明のさらなる態様においては、変圧器のための筐体は、カバープレートをさらに具
備し、このカバープレートは、収容空間の密封端部に密着して接続されている。
【００１１】
　本発明のさらなる態様においては、カバープレートには、シェル補強リブに対応した複
数のカバープレート補強リブが設けられ、このカバープレート補強リブは、シェル補強リ
ブと結合されている。カバープレートにカバープレート補強リブを設けることによって、
カバープレート全体の機械的強度は増大され、カバープレートの防爆性能が増大されてい
る。
【００１２】
　本発明のさらなる態様においては、カバープレートには、絶縁ガスを導入するためのガ
ス入口が設けられている。
【００１３】
　本発明は、変圧器のための筐体および複数の本体を具備した変圧器を、さらに提供して
いる。変圧器のための筐体は、前述のような変圧器のための筐体であり、本体は収容空間
に対応して、収容空間内に個々に搭載されている。変圧器は小型構造を有し、且つ小さい
占有空間を有する。
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【００１４】
　本発明の一態様においては、各本体には、ワインディングおよび鉄芯が設けられ、この
鉄芯には、ワインディングを装着するための鉄芯ポストと、この鉄芯ポストに接続された
鉄ヨークと、が設けられ、鉄ヨークは、シート状に成形されている。鉄ヨークがシート状
に成形されているので、配列の方向における鉄ヨークのサイズは、減少されることが可能
である。
【００１５】
　本発明の別の態様においては、鉄芯ポストの延び方向と配列の方向との間のなす角は、
０°、９０°、または４５°である。
【００１６】
　本発明のさらなる態様においては、変圧器は三相変圧器である。
【００１７】
　以下の図には、本発明の概略的な図示および説明が単に提供されており、発明のモデル
の範囲を限定していない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】変圧器のための筐体の実施形態の構造を概略的に示した図である。
【図２】組み立てられた状態にある、変圧器のための筐体の構造を示した概略図である。
【図３】変圧器の本体の搭載方法を示した図である。
【図４】変圧器の本体の搭載方法を示した図である。
【図５】変圧器の本体の搭載方法を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　技術的特徴のより良い理解のために、本発明の目的および効果、本発明の特別な実施形
態が、添付図を参照してここに詳細に記載されており、図中の同じ参照符号は、同じ部品
を示している。
【００２０】
　本記載を通して、「概要の」は「例、例示、もしくは記載として寄与する」ことを示し
、「概要の」としてここに記載された任意の表現もしくは実施形態は、より好適なもしく
はより有利な技術的解決策として解釈されるべきではない。
【００２１】
　図を簡潔に見せるために、本発明に関連した部分のみが概略的に図に示されており、そ
れらは製品としての部分の実際の構造を表していない。それに加えて、図を簡潔に見せる
ためにおよび理解を容易にするために、いくつかの図において、同じ構造または機能を備
えた構成の１つのみが概略的に図示されまたは参照されている。
【００２２】
　本記載を通して、「１つ」もしくは「１つの」との用語は、「唯一の」のみを表してい
るのではなく、「１つ以上の」も表している。
【００２３】
　本記載を通して、角度の数値は、数学的および／または幾何学的意味を厳密に限定して
いるのではなく、当業者によって理解される誤差および製造もしくは使用における許容差
を含んでいる。
【００２４】
　図１は、変圧器のための筐体の概略的な実施形態の構造を示している。図２は、組み立
てられた状態にある変圧器のための筐体の構造を概略的に示している。図１は、変圧器の
筐体を破線で示している。図１および図２を参照すると、変圧器のための筐体はシェル１
０を具備し、このシェル１０には、３つの収容空間が設けられている。これらの収容空間
は、変圧器の本体３０を収容するために使用される。各収容空間には、閉鎖端部１２２お
よび密封端部１２４が設けられている。変圧器は、シェル１０の閉鎖端部１２２を通じて
外部回路に電気的に接続されている。変圧器のための筐体の概略的な実施形態においては
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、シェル補強リブ１４は、２つごとの隣接した収容空間の間に配置されることが可能であ
り、シェル１０全体の機械的強度は、シェル補強リブ１４によって増強され、したがって
、シェル１０の防爆性能を増強している。これらの収容空間は、図中に矢印により示され
た配列方向Ｄに沿って直線的に配列され、２つごとの隣接した収容空間は、互いに連通し
ている。３つの収容空間のみが図に示されているが、収容空間の数は、必要に応じて増加
されまたは減少されることが可能であり、シェル補強リブの数は、それに応じて調節され
ることが可能である。
【００２５】
　カバープレート２０は、収容空間の密封端部１２４に密着して接続されることが可能で
あり、変圧器の本体３０は、シェル１０およびカバープレート２０によって形成された筐
体内に搭載されることが可能である。変圧器のための筐体内に設けられた収容空間は、直
線的に配置され、且つ２つごとの隣接した収容空間は、それらの間のシェル補強リブによ
ってのみ分割されているので、図中の矢印により示された配列方向Ｄに沿った変圧器のた
めの筐体のサイズは減少され、結果的に変圧器のための筐体全体は小型構造を有し、小さ
い領域を占める。
【００２６】
　図１に示されたように、変圧器のための筐体の概略的な実施形態においては、各シェル
補強リブ１４には、連通穴１４２が設けられている。絶縁ガスが、この連通穴１４２を介
して２つごとの隣接した収容空間の間を流れ、例えばＳＦ６ガスが、収容空間の間を電気
的に絶縁された本体３０に流れることが可能である。
【００２７】
　図１に示されたように、変圧器のための筐体の概略的な実施形態においては、カバープ
レート２０には、２つのカバープレート補強リブ２２が設けられている。これらのカバー
プレート補強リブ２２は、シェル補強リブ１４に対応しており、すなわち、カバープレー
ト補強リブ２２は、シェル補強リブ１４と結合されている。カバープレート内にカバープ
レート補強リブを設けることにより、カバープレート全体の機械的強度が増強され、カバ
ープレートの防爆性能が増強される。
【００２８】
　図１に示されたように、変圧器のための筐体の概略的な実施形態においては、カバープ
レート２０にはガス入口２４が設けられ、変圧器のための筐体内に導入されるガスが、ガ
ス入口２４を介して流れ込む。変圧器のための筐体全体において、１つのみのガス入口お
よびシェル補強リブに形成された複数の連通穴は、変圧器のための全筐体内の絶縁ガスの
流れの制御を実現するのに十分であり、結果的に、変圧器全体における絶縁ガスのガス経
路構造は大きく簡素化されて、したがって絶縁ガスの使用が減少される。
【００２９】
　本発明はさらに変圧器を提供しており、それは図１および図２に示されたように、変圧
器のための筐体と３つの本体３０とを具備し、本体３０は、収容空間内に個々に収容され
ることが可能である。変圧器の概略的な実施形態においては、各本体３０には、ワインデ
ィング３２および鉄芯３４が設けられており、鉄芯には鉄芯ポスト３４２および鉄ヨーク
３４４が設けられている。ワインディング３２は、鉄芯ポスト３４２上に装着されること
が可能であり、鉄芯ポスト３４２は、鉄ヨーク３４４に接続されることが可能である。鉄
ヨーク３４４がシート形状の構造であるので、鉄ヨーク３４４のサイズは、図中の矢印に
より示された配列方向Ｄに沿って小さく、結果的に、図中の矢印により示された配列方向
に沿った本体３０のサイズは減少され、本体を収容するための、変圧器のための筐体のサ
イズは、図中の矢印により示された配列方向Ｄに沿ってさらに減少されることが可能であ
る。
【００３０】
　図３～図５は、変圧器の本体の搭載方法を示している。図３に示されたように、一点鎖
線により示された、鉄芯ポスト３４２の延び方向と、図中の矢印により示された配列方向
Ｄと、の間のなす角は、４５°である。図４に示されたように、一点鎖線により示された
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角は、０°である。図５に示されたように、一点鎖線により示された、鉄芯ポスト３４２
の延び方向と、図中の矢印により示された配列方向Ｄと、の間のなす角は、９０°である
。鉄芯ポスト３４２の延び方向と、図中の矢印により示された配列方向Ｄと、の間のなす
角は、必要に応じて他の数値も取ることが可能であり、図３～図５に示された角度に限定
されない。
【００３１】
　記述は、多様な実施形態を参照して記載されたが、すべての実施形態が、１つのみの独
立した技術的解決策を含んでいることを意図されているのではないことが、理解されるべ
きである。記述のこの方法は、明確化の目的のためのみに使用されており、記述は当業者
によって全体的なものとみなされ、すべての実施形態における技術的解決策は適切に組み
合わされて、当業者によって理解され得る他の実施形態を形成することも可能である。
【００３２】
　これまでになされた詳細な記述は、単に本発明の実現可能な実施形態に向けられた特別
な記述であり、本発明の保護範囲を限定する目的ではなく、特徴の組み合わせ、分割、お
よび反復のようなすべての等価な実施形態または改良は、本発明の技術的思想から逸脱す
ることなく形成され、本発明の保護範囲に含まれている。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　・・・シェル
　１２２　・・・閉鎖端部
　１２４　・・・密封端部
　１４　・・・シェル補強リブ
　１４２　・・・連通穴
　２０　・・・カバープレート
　２２　・・・カバープレート補強リブ
　２４・・・ガス入口
　３０　・・・本体
　３２　・・・ワインディング
　３４　・・・鉄芯
　３４２　・・・鉄芯ポスト
　３４４　・・・鉄ヨーク
　Ｄ　・・・配列方向
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